





































用いられ（Jakobs, Manstead, & Fischer, 1999）、
この表情を表出することによって、社会的に
望 ま し い 行 動 を と れ る 人 物 と 判 断 さ れ
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そ の 時 点 で の 自 分 の 感 情 状 態 を 質 問 紙
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として測定したところ、仮説どおり、微笑み
表情を表出している最中において身体的能力
が低下することが明らかになった。この結果
は、対人相互作用場面における微笑みの表出
が、他者を搾取する意図をもたないことを実
質的に裏付ける正直なシグナルとして機能し
ている可能性を示唆する。
問題点
　本研究は、人が示す表情の生態学的なコス
ト－ベネフィット関係という、現在までの表
情研究があまり触れてこなかった点に注目し
た。それゆえ、一つの実証研究に過ぎない本
研究ではカバーしきれない様々な問題も多く
残されている。
　例えば本研究では、実験実施に伴う制約に
より、女性のデータを集めることができな
かった。生態学的には男性と女性の間に大き
な行動戦略の違いが見られる場合もあるため、
女性においても今回得られた結果が再現され
るかを検討する必要があるだろう。
　また、本研究ではニュートラル表情と微笑
み表情の２種類の表情にのみ注目した。しか
しながら、両者の間での身体的能力の差を指
し示すだけでは、微笑みが搾取の意図を持た
ないことを示す表情として用いられる理由を
十分には説明できない。なぜなら、例えば悲
しみ表情を表出している最中にも身体的能力
が低下するのであれば、なぜ悲しみでなく微
笑みが他者への友好を示す表情として使われ
るようになったのかという問題が新たに浮上
するためである。今後は他の感情表情の表出
に隠された生態学的な理由を明らかにするこ
とで、こうした問題に取り組んでいく必要が
ある。
